
～ボルドー地方（JSA 教本 P492～）～ 

グラーヴ地区（Garonne 川左岸） 

 ＊「グラーヴ」は砂利という意味で砂利質土壌の地域。 

ボルドー市の南に位置し、また、ボルドー地方の最南部に位置する地区である。 

赤ワインは一般的に Cabernet Sauvignon が主体。辛口白ワインは Sauvignon 主体で、

甘口白ワインは Sémillon 主体。 

 ＊JSA 教本 P495 の地図で、下記の A.O.C.の位置を覚えてください。 

・地区名 A.O.C.：Graves（赤・辛口白） 

Graves Supérieures（甘口白） 

・村名 A.O.C.：Pessac-Léognan（赤・辛口白） ＊ボルドー市に最も近い産地!! 

 

サン・テミリオン地区とサン・テミリヨン衛星地区（Dordogne 川右岸） 

 ＊土壌は石灰岩を母岩にもつ粘土石灰質土壌で、主な栽培品種は Merlot。それに Cabernet 

Franc と Cabernet Sauvignon が適宜ブレンドされる。生産可能色はすべて赤のみ。１９

９９年に、「Saint-Émilion 管轄区」の名前で世界遺産に登録されている。 

＊JSA 教本 P500 の地図で、黄色字の A.O.C.の位置を覚えてください。 

・サン・テミリオン地区の A.O.C.：Saint-Émilion 

Saint-Émilion Grand Cru 

 ・サン・テミリオン衛星地区の A.O.C.：Lussac Saint-Émilion（地区内最北部にある!!） 

                   Montagne Saint-Émilion 

                   Puisseguin-Saint-Émilion 

                   Saint-Georges Saint-Émilion 

 

ポムロール地区（Dordogne 川右岸） 

＊Merlot が主体の産地。生産可能色はすべて赤のみ。 

＊JSA 教本 P500 の地図で、下記の A.O.C.の位置を覚えてください。 

・ポムロール地区の A.O.C.：Pomerol 

Lalande-de-Pomerol 

 


